
石
山
寺
・
塑
造
淳
祐
内
供
坐
像
の
造
像
に
つ
い
て

髙

梨

純

次

は

じ

め

に

滋
賀
県
大
津
市
石
山
寺
辺
町
に
建
つ
総
本
山
石
光
山
石
山
寺
は
、
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
に
聖
武
天
皇
の
勅
願
と
し
て
、
良
弁
僧
正

が
建
立
し
た
と
『
石
山
寺
縁
起
』
な
ど
に
記
録
さ
れ
、
名
刹
が
集
中
す
る
近
江
で
も
屈
指
の
古
刹
で
あ
る
。
秘
仏
と
な
る
如
意
輪
観
音
を

本
尊
と
す
る
国
宝
の
本
堂
の
東
側
に
は
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る
、
寺
名
の
由
来
と
も
な
っ
た
硅
灰
石
が
路
頭
す
る
奇
観
を
目
に
す

る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
平
地
の
一
角
に
建
つ
御
影
堂
は
、
三
間
四
方
の
方
形
造
に
な
る
も
の
で
、
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け

て
の
建
造
と
さ
れ
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
⑴
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
塑
造
淳
祐
内
供
坐
像
（
以
下
「
本
像
」
と
す
る
）
は
、

こ
の
堂
の
奥
の
中
央
一
間
に
設
え
ら
れ
た
厨
子
の
中
に
、
木
造
弘
法
大
師
坐
像
を
中
央
に
、
左
脇
の
木
造
良
弁
坐
像
と
と
も
に
、
右
脇
に

安
置
さ
れ
て
い
た
。

本
像
は
、
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
年
）
六
月
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
⑵
〈
写
真
１
│
４
〉。

本
像
は
、
既
に
昭
和
三
十
年
代
に
国
指
定
の
列
に
連
な
り
、
中
世
塑
造
の
一
作
例
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
詳
細
に

つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
『
解
説
版
重
要
文
化
財
３
彫
刻
』
が
唯
一
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
後
、
二
〇
一
二
年
秋
に
、

― ３９９ ―
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滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
の
全
貌
』
展
に
御
出
座
頂
き
、
写
真
撮
影
を
行
い
、
現
状
が
詳
細
に
検
討
さ

れ
た
⑶
。

ま
た
、
山
内
で
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
聖
教
類
、
文
献
史
料
類
の
総
合
調
査
を
は
じ
め
、
種
々
の
文
化
財
調
査
が
進
展
す
る
と
と
も

に
、
新
し
い
事
実
が
確
認
さ
れ
る
に
及
び
、
屈
指
の
古
刹
石
山
寺
に
伝
わ
る
文
化
財
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
認
識
を
再
検
討
す
る
必
要
に

迫
ら
れ
て
い
る
。
本
像
に
つ
い
て
も
、
詳
細
な
検
討
が
行
わ
れ
な
い
中
で
、
後
記
す
る
よ
う
に
、
関
連
す
る
木
造
弘
法
大
師
坐
像
な
ど
に

刮
目
す
べ
き
新
知
見
が
得
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、
与
え
ら
れ
て
い
る
情
報
は
限
ら
れ
て
お

り
、
ま
た
紙
数
の
都
合
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
概
要
を
記
述
す
る
に
留
め
た
い
⑷
。

一

像
の
概
要

本
像
は
、
塑
造
、
彩
色
、
玉
眼
、
像
高
七
七
・
六
�
⑸
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

僧
形
で
、
頭
頂
を
や
や
尖
ら
せ
て
表
し
、
額
に
長
く
三
筋
の
横
皺
を
表
し
、
眉
を
大
き
く
湾
曲
さ
せ
る
。
半
眼
に
は
玉
眼
を
嵌
入
し
、

瞳
は
墨
彩
し
て
周
囲
を
内
か
ら
朱
と
墨
で
括
り
、
白
目
を
塗
り
、
目
尻
と
目
頭
に
色
を
さ
す
。
鼻
孔
を
表
し
、
小
鼻
か
ら
左
右
に
皺
を
振

り
分
け
、
頰
を
筋
肉
質
に
み
せ
る
と
と
も
に
、
両
頰
を
痩
け
る
よ
う
に
表
す
。
唇
は
朱
彩
と
し
、
や
や
太
め
に
表
し
て
閉
口
す
る
。
耳
輪

は
大
き
く
廻
ら
せ
て
、
耳
孔
を
前
よ
り
に
表
す
。
首
に
は
皺
や
筋
肉
を
み
せ
て
痩
身
に
表
し
、
首
を
鎖
骨
の
下
に
く
ぼ
め
る
よ
う
に
表

す
。衣

は
、
内
衣
二
領
を
、
胸
前
で
左
を
外
に
し
て
打
合
せ
、
大
衣
が
左
肩
か
ら
右
脇
腹
を
通
っ
て
背
面
を
斜
め
に
横
切
る
。
左
は
大
衣
の

袖
、
右
は
内
衣
の
袖
が
、
そ
れ
ぞ
れ
手
首
ま
で
を
覆
う
。
背
面
左
側
と
正
面
左
胸
前
の
紐
で
、
袈
裟
を
吊
上
げ
る
。
袈
裟
の
下
端
は
、
両

― ４０１ ― 石山寺・塑造淳祐内供坐像の造像について



手
首
か
ら
結
跏
座
す
る
右
脚
な
ど
を
覆
い
、
両
腰
脇
か
ら
畳
座
上
に
広
が
る
。
裳
を
着
け
て
、
曲

の
天
板
に
敷
か
れ
る
畳
座
に
、
右
脚

を
外
に
し
て
結
跏
座
す
る
。

両
腕
は
垂
下
し
、
右
手
を
右
大
腿
部
に
載
せ
、
掌
を
上
に
し
て
全
指
を
曲
げ
て
独
鈷
杵
を
握
る
。
左
手
は
左
大
腿
部
に
載
せ
、
掌
を
上

に
し
て
全
指
を
曲
げ
て
念
珠
を
握
る
。
畳
座
上
に
、
袈
裟
や
裳
の
先
端
が
広
が
る
が
、
袈
裟
の
袖
は
、
左
右
の
幅
か
ら
し
て
、
畳
座
よ
り

外
に
出
る
。

表
面
は
、
木
屎
漆
で
塑
形
し
、
麻
布
で
覆
っ
て
い
る
よ
う
で
、
厚
く
錆
地
の
よ
う
な
下
地
を
作
り
、
白
地
の
上
に
彩
色
す
る
よ
う
で
あ

る
。
な
お
、
袈
裟
の
釣
紐
の
結
び
目
に
釘
跡
が
あ
り
、
結
び
紐
先
端
付
近
に
も
釘
穴
と
み
ら
れ
る
痕
跡
が
あ
る
。
彩
色
に
つ
い
て
は
、
肉

身
部
は
黄
土
系
の
肉
色
彩
色
か
と
み
ら
れ
、
内
衣
は
朱
な
ど
の
彩
色
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
袈
裟
に
は
金
泥
か
と
み
ら
れ
る
色
料
が
か

け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
補
彩
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

構
造
に
つ
い
て
は
、
現
状
、
全
く
こ
れ
を
明
ら
か
に
は
出
来
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
、
こ
れ
も
前
記
し
た
「
報
告
書
」
の
記
述
を
要

約
し
て
お
き
た
い
。
前
後
に
三
材
寄
せ
た
底
板
に
井
桁
を
組
み
、
前
面
三
材
、
背
面
三
材
を
左
右
に
寄
せ
、
肩
下
が
り
に
向
か
っ
て
狭
く

な
る
様
に
組
み
、
体
側
左
右
に
各
一
材
を
あ
て
る
形
で
体
幹
部
の
心
木
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
頭
部
に
つ
い
て
は
、
体
部
心
木
の
頂
上
に

渡
さ
れ
た
横
木
に
釘
付
け
さ
れ
た
材
を
頂
上
に
伸
ば
し
て
心
木
と
し
て
お
り
、
藁
縄
を
巻
い
て
材
も
用
い
て
紙
苆
を
混
ぜ
た
塑
土
を
厚
く

一
回
で
盛
上
げ
、
布
張
り
す
る
、
と
し
て
い
る
。
や
や
、
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
底
板
に
材
を
立
ち
上
げ
て
心
木
と
し
、
そ

れ
に
塑
形
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
図
解
に
お
い
て
も
頭
部
の
詳
細
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
体
部
の
心
木
に
よ
っ
て

首
以
上
の
部
位
の
視
認
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。「
報
告
書
」
に
あ
る
修
理
以
前
の
側
面
写
真
、
ま
た
現
時
点
で

の
観
察
に
お
い
て
も
言
え
る
の
で
あ
る
が
、
右
側
面
の
耳
の
前
後
や
左
側
面
の
耳
寄
り
前
の
上
部
と
耳
後
ろ
な
ど
に
剥
離
線
が
み
え
る
こ

と
か
ら
し
て
、
頭
部
も
前
後
に
心
木
の
あ
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
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畳
座
は
ヒ
ノ
キ
材
製
で
四
材
製
と
し
て
、
周
縁
部
を
各
々
別
材
か
ら
造
る
。
曲

も
木
製
で
、
各
部
位
を
別
製
と
す
る
、
通
常
の
構
造

と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、「
報
告
書
」
の
記
載
に
基
づ
い
て
、
概
要
を
述
べ
て
き
た
。
現
存
作
例
と
し
て
は
珍
し
い
、
中
世
塑
像
の
本
格
的
な
遺
例
で
あ

り
、
極
め
て
貴
重
な
作
例
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
修
理
に
際
し
て
、
後
記
す
る
よ
う
な
多
数
の
納
入
品
も
確

認
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
明
徳
三
年
か
ら
四
年
（
一
三
九
二
│
三
年
）
の
年
記
な
ど
も
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
畳
座
裏
面
に

は
「
応
永
五
年
戊寅
閏
四
月
廿
七
日
戊時
普
賢
院
御
影

開
眼
供
養
訖

座
主
僧

正
守
快
春
秋
四
十
一
」

写真 5 畳座裏面

写真 6 畳座裏面墨書
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の
墨
書
が
あ
り
〈
写
真
５
・
６
〉、
応
永
五
年
（
一
三
九
八
年
）
に
開
眼
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
り
、
基
準
作
例
と
し
て
重
要

度
も
ま
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
概
要
と
評
価
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
像
に
関
わ
る
検
討
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
続
い
て
、
こ
の
修
理
に
際
し
て
取

出
さ
れ
た
納
入
品
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

二

納
入
品
と
銘
記
の
概
要

納
入
品
が
取
出
さ
れ
た
状
況
は
、
写

真
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
良
好
な
も

の
と
は
言
え
な
い
〈
写
真
７
・
８
〉。

納
入
品
は
、
新
た
な
木
箱
を
設
え
、
す

べ
て
を
そ
の
中
に
納
め
て
、
修
理
完
了

後
に
像
内
に
戻
さ
れ
て
お
り
⑹
、
こ
れ

を
実
見
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
畳
座

裏
面
の
墨
書
も
、
そ
の
場
所
に
は
底
板

が
張
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
実
見
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
。

納
入
品
の
内
容
に
つ
い
て
、「
報
告

写真 7 納入品の状況

写真 8 像底
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（
マ
マ
）

書
」
に
は
、「
納
札
二
四
点
（
完
存
の
も
の
十
七
枚
、
破
損
の
も
の
五
枚
）」

と
、
地
蔵
印
仏
一
巻
と
し
て
い
る
。『
重
要
文
化
財
』
編
纂
委
員
会
編
『
解

説
版
重
要
文
化
財

３

彫
刻
』
で
は
「
地
蔵
摺
仏
（
明
徳
三
年
）
一
括
／

塔
婆
形
木
札
（
明
徳
四
年
）
二
十
二
点
／
種
子
陀
羅
尼
・
願
文
等
（
明
徳
四

年
）
一
括
」
と
し
て
お
り
、
現
場
写
真
〈
写
真
７
・
８
〉
な
ど
か
ら
判
断
す

る
に
、
こ
の
よ
う
な
理
解
が
実
体
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
⑺
。
当
稿
で

は
、
こ
の
理
解
に
基
づ
い
て
進
め
る
が
、
幸
い
に
し
て
塔
婆
形
木
札
二
四
点

の
う
ち
二
三
点
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
〈
写
真
１０
・
１１
〉。
ま
た
地
蔵
摺

仏
は
、
再
納
入
に
際
し
て
巻
子
装
に
仕
立
て
直
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
巻
頭
の

写
真
〈
写
真
９
〉
な
ど
が
、
種
子
陀
羅
尼
・
願
文
等
は
断
片
の
写
真
が
残
さ

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
全
容
の
把
握
に
は
い
た
ら
な
い
が
、
概
要
を
理
解

す
る
こ
と
は
出
来
る
よ
う
に
思
う
の
で
、
以
下
で
は
、
判
読
で
き
る
墨
書
に
つ
い
て
列
記
し
て
み
た
い
。

１

塔
婆
形
木
札
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
裏
）「（
種
字
）
明
徳
四
年
七
月
四
日
善
性
敬
白
」

２

塔
婆
形
木
札
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
敬
カ
）

（
裏
）「（
種
字
）
尼
妙
円
聖
霊
明
徳
四
年
七
月
四
日
善
性
□
□
」

３

塔
婆
形
木
札
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

写真 9 地蔵菩薩像印仏（部分）
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写真 10 塔婆形木札 表

写真 11 塔婆形木札 裏

石山寺・塑造淳祐内供坐像の造像について ― ４０６ ―



（
裏
）「（
種
字
）
迎
良
尊
聖
霊
□

（
白
カ
）

第
三
年
造
□
□
□
良
快
敬
□
」

４

塔
婆
形
木
札
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
裏
）「（
種
字
）
一
切
衆
生

明
徳
四
六
廿
四
日

平
等
利
益

良
快
敬
白

」

５

塔
婆
形
木
札
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
裏
）「（
種
字
）
一
切
衆
生

明
徳
四
六
廿
三

平
等
利
益

良
快
敬
白
」

６

木
札
断
簡
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
裏
）「（
種
字
）
□
□

□

右
志
者
□
□
／

□
□
」

７

木
札
断
簡
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
裏
）「（
種
字
）�
」

８

木
札
下
部
（
表
）「
�
□
南
無
地
蔵
大
菩
薩

南
無
地
蔵
大
菩
薩
」

（
裏
）「（
種
字
）
右
志
者
為

明
徳
四
年

□
□
聖
霊

清
義
敬
白

法
界
衆
生
也

七
月
六
日

」

９

木
札
下
部
（
表
）「
�
□
南
無
地
蔵
大
菩
薩

南
無
地
蔵
大
菩
薩
」

（
裏
）「（
種
字
）
右
志
者
為
�
�
明
徳
四
年
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（
種
字
）
衆
生
�

�
清
義
敬
白

（
種
字
）
�

�
七
月
六
日

」

１０

塔
婆
形
木
札
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
裏
）「（
種
字
）
一
切
衆
生

明
徳
四
年
六
月
廿
六
日

平
等
利
益

金
剛
仏
子
良
快
敬
白
」

１１

塔
婆
形
木
札
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
本
カ
）（
阿
カ
）

（
裏
）「（
種
字
）
□
為
□
□
尊
霊
也
明
徳
四
年
七
月
四
日
善
性
」

１２

塔
婆
形
木
札
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
裏
）「（
種
字
）
一
切
衆
生

明
徳
四
年
六
月
廿
七
日

（
良
快
カ
）

平
等
利
益

金
剛
仏
子
□
□
敬
白

」

１３

塔
婆
形
木
札
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
明
徳
カ
）

（
裏
）「（
種
字
）
�
�
聖
霊
□
□
四
六
廿
也

�
�

�

」

１４

塔
婆
形
木
札
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
廓
カ
）

（
裏
）「（
種
字
）
為
□
尊
霊
明
徳
四
年
七
月
二
日

金
剛
仏
子
良
快
�
」

１５

塔
婆
形
木
札
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
裏
）「（
種
字
）
一
切
衆
生

明
徳
□
年
七
月
三
日

平
等
利
益

金
剛
仏
子
良
快
敬
白
」
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１６

塔
婆
形
木
札
下
部
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
裏
）「（
種
字
）
一
切
衆
生

明
徳
四
年
七
月
四
日

平
等
利
益

金
剛
仏
子
良
快
敬
白
」

１７

塔
婆
形
木
札
下
部
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
裏
）「（
種
字
）
為
俊
祐
�
師
御
世
明
徳
四
年
七
月
二
日

金
剛
仏
子
良
快
敬
白
」

１８

塔
婆
形
木
札
断
片
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
裏
）「（
種
字
）
�

�
」

１９

塔
婆
形
木
札
下
部
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
裏
）「（
種
字
）
為
法
界
衆
生
□
□
□
□

□
清
義

（
恩
カ
）

�

�
□

」

２０

塔
婆
形
木
札
下
部
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
裏
）「（
種
字
）
為
法
界
衆
生
明
徳
二
二
年
七
月
六
日
清
義
敬
白
」

２１

塔
婆
形
木
札
下
部
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
裏
）「（
種
字
）
□
界
衆
生

明
徳
四
年
七
月
二
日

平
等
利
益

金
剛
仏
子
良
快
敬
白
」

２２

塔
婆
形
木
札
下
部
（
表
）「（
種
字
陀
羅
尼
）」

（
裏
）「（
種
字
）
�

�
」
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種
字
陀
羅
尼
・
願
文
等

納
入
紙
片
１
墨
書

【
種
字
真
言
の
間
に
以
下
の
よ
う
な
墨
書
が
散
見
さ
れ
る
】

「
為
志
□
霊
」

「
□
隆
然
追
善
也
」

「
為
せ
う
け
追
善
也
」

（
追
善
也
カ
）

「
為
□
□
大
□
□
□
」

「
右
志
者
為
清
義
逆
修
追
善

明
徳
四
年
七
月
五
日

清
」

「
為
心
覚
逆
修
追
善
也
」

納
入
紙
片
２
墨
書

「
�
�
半
蔵

□
□

本
恵

性
一

【
種
字
真
言
】

金
剛
�

」

納
入
紙
片
３
墨
書

（
所
化
カ
）

「
奉
□
□
�

西
国
三
拾
三
所
�
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納
明
治
十
八
」

納
入
紙
片
４
墨
書

「
�

�

□

年
到
来
�

�
�
為
志
者
成
恵
追
善
□
�
」

納
入
紙
片
５
墨
書

（
仏
カ
）

「
�
□
師
杲
仁
敬白

�
歳
卅
六
」

納
入
紙
片
６
墨
書

い
ず
れ
も
断
片
の
最
下
段
の
み
現
存

「
等
利
益
也
／
□
／
法
界
／
□
／
法
界
／
□
／
利
益
也
／
□
／
□
／
益
也
」

納
入
紙
片
７
墨
書

い
ず
れ
も
断
片
の
最
下
段
の
み
現
存

（
死
ヵ
）

「
�
／
�
／
�
／
�
／
�
不
浄
／
�
光
眼
／
�
乃
至
／
□
□
／
�
無
／
�
□
□
／
�
夢
／
�
故
／
�
羅
蜜
／
�
哉
／
�
羅
蜜
／
�
」

地
蔵
菩
薩
立
像
印
仏
巻
墨
書
（
入
手
写
真
判
明
分
）

「
明
徳
三
年
正
月
一
日
」

（
地
蔵
菩
薩
立
像
印
仏
六
体
）
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「
二
日
」

（
地
蔵
菩
薩
立
像
印
仏
六
体
）

「
三
日
」

地
蔵
菩
薩
立
像
印
仏
巻
断
簡
墨
書
（
入
手
写
真
判
明
分
）

「
六
月
一
□
」

「
三
月
一
日
」

「
九
月
一
日
」

提
供
を
頂
い
た
写
真
等
を
判
読
し
た
結
果
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
が
、
図
版
で
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
塑
土
の
断
片
と
と
も

に
、
納
入
品
も
断
簡
状
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
全
容
に
つ
い
て
は
掴
み
き
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
難
読
に
な
る
も
の
も
多
く
、

解
釈
に
は
隔
靴
掻
痒
の
感
も
あ
る
が
、
簡
単
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
塔
婆
形
木
札
の
真
言
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
各
木
札
に
つ
い
て
詳
細
に
判
読
す
る
事
は
行
わ
な
い
が
、
概
要
だ
け
を
述
べ
て
お
き

た
い
。
表
の
面
に
つ
い
て
は
、
胎
蔵
大
日
如
来
の
真
言
「
ア
・
ビ
・
ラ
・
ウ
ン
・
ケ
ン
」
を
上
下
逆
に
し
て
記
し
、
そ
の
下
に
は
光
明
真

言
を
記
す
も
の
が
主
流
と
な
る
。
裏
面
に
つ
い
て
は
、
金
剛
界
五
仏
を
上
に
し
て
、
如
意
輪
・
薬
師
・
毘
沙
門
を
配
し
た
も
の
、
阿
弥
陀

三
尊
、「
カ
」
を
六
個
記
し
た
六
地
蔵
と
推
測
さ
れ
る
も
の
、
そ
し
て
五
大
明
王
か
と
み
ら
れ
る
五
字
が
上
か
ら
下
に
記
さ
れ
る
も
の
が

多
い
。
漠
然
と
し
た
見
通
し
か
ら
す
る
と
、
表
裏
で
金
胎
両
部
の
大
日
如
来
を
表
し
、
光
明
真
言
や
阿
弥
陀
三
尊
、
そ
し
て
六
地
蔵
と
、

死
者
追
善
に
関
わ
る
木
札
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
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種
子
陀
羅
尼
・
願
文
等
の
う
ち
納
入
紙
片
三
に
は
、「
明
治
十
八
」
の
年
記
が
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
本
像
は
、
こ
の
時
期
に
一
度
解
体

さ
れ
た
可
能
性
が
求
め
ら
れ
よ
う
が
、
他
に
こ
の
種
の
納
入
品
や
解
体
に
つ
い
て
の
証
左
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
れ
は
、
参

詣
者
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
紙
片
が
、
紛
れ
込
ん
だ
よ
う
な
も
の
と
解
釈
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
年
記
を
外
し
て
考
え
る
と
、
地
蔵
菩

薩
立
像
印
仏
巻
墨
書
の
最
初
に
あ
る
「
明
徳
三
年
正
月
一
日
」
が
初
日
の
日
付
で
あ
り
、
８
と
９
の
木
札
下
部
に
あ
る
「
明
徳
四
年
七
月

六
日
」
が
最
終
日
と
な
る
。
現
状
に
つ
い
て
い
う
と
、
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
年
）
か
ら
翌
年
の
七
月
六
日
あ
た
り
に
、
こ
れ
ら
一
連
の

納
入
品
が
作
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
⑻
。
こ
れ
ら
を
納
め
た
本
像
は
、
応
永
五
年
（
一
三
九
八
年
）
四
月
二
七
日
に
、
石
山
寺
座

主
僧
正
守
快
に
よ
っ
て
開
眼
供
養
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
に
も
何
ら
か
の
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

一
連
の
納
入
品
は
、
本
像
に
納
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
本
像
の
造
像
に
関
わ
っ
て
の

事
業
と
い
う
こ
と
だ
が
、
１７
塔
婆
形
木
札
の
墨
書
に
「
為
俊
祐
�
師
御
世
明
徳
四
年
七
月
二
日
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
や
や
意
味
を

解
し
か
ね
る
点
も
あ
る
が
、「
俊
祐
�
師
」
即
ち
淳
祐
祖
師
の
造
像
を
目
指
し
て
の
事
業
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
の
塔
婆
形
木
札
に
は
、
善
性
や
清
義
と
い
う
署
名
が
あ
る
が
、
頻
出
す
る
の
は
良
快
で
あ
る
。
確
実
に
良
快
の
署
名
が
読
み
取

れ
る
の
は
九
点
で
あ
り
、
可
能
性
が
あ
る
一
点
を
含
め
る
と
、
六
月
二
三
日
か
ら
七
月
三
日
ま
で
の
間
の
十
点
と
な
り
、
約
半
数
近
く
の

数
字
に
の
ぼ
る
。

十
四
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
初
頭
の
記
録
に
は
、
良
快
と
い
う
名
乗
り
の
僧
が
複
数
み
ら
れ
る
。
石
山
寺
と
関
係
が
深
い
真
言
系
の
僧

侶
に
つ
い
て
み
る
と
⑼
、
ま
ず
東
寺
領
播
磨
国
矢
野
庄
の
記
事
に
登
場
す
る
学
衆
方
公
文
の
伊
予
良
快
が
あ
げ
ら
れ
る
。
伊
予
良
快
の
筆

跡
に
つ
い
て
は
、
東
寺
百
合
文
書
な
ど
に
残
さ
れ
て
お
り
、
比
較
検
討
が
出
来
る
。
例
え
ば
、
永
和
元
年
（
一
三
七
五
年
）
四
月
三
日
付

「
良
快
八
条
院
々
町
給
主
職
請
文
」⑽
の
花
押
を
伴
っ
た
謹
直
な
署
名
を
は
じ
め
、
そ
れ
に
近
い
康
応
二
年
（
一
三
九
〇
）
二
月
一
日
付

「
籠
衆
方
試
講
布
施
支
配
状
」⑾
な
ど
か
ら
、
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
年
）
三
月
日
付
「
山
城
国
拝
師
庄
未
進
年
貢
注
文
」⑿
や
、
よ
り
略
筆
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に
な
る
応
永
二
年
（
一
三
九
五
年
）
十
二
月
三
〇
日
付
「
勧
学
会
試
講
布
施
支
配
状
」⒀
な
ど
に
共
通
す
る
、「
良
」
の
最
終
二
画
を

「
く
」
の
字
状
に
強
く
打
つ
点
や
、「
快
」
の
第
二
・
三
画
を
横
に
連
続
す
る
線
で
表
す
点
な
ど
、
極
め
て
近
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
時
期
の
「
良
快
」
と
署
名
す
る
場
合
、
僧
侶
な
ど
で
あ
れ
ば
、
別
人
で
あ
っ
て
も
比
較
的
近
い
筆
跡
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
の
み
か
ら
同
一
人
と
結
論
づ
け
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

因
に
、
こ
の
伊
予
良
快
は
、
応
永
十
二
年
（
一
四
〇
五
年
）
四
月
十
一
日
に
他
界
し
て
い
る
が
⒁
、
こ
の
後
に
も
良
快
な
る
僧
は
記
録

に
現
れ
る
⒂
。
こ
の
良
快
は
、
応
永
十
四
年
（
一
四
〇
七
年
）
な
ど
の
後
七
日
御
修
法
の
伴
僧
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
予
良
快

の
極
位
が
法
眼
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
良
快
は
法
橋
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
伊
予
良
快
よ
り
若
い
別
人
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
同
名
異
人
が
存
在
す
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
り
、
筆
跡
か
ら
の
判
断
が
必
ず
し
も
同
一
人
を
指
す

と
は
い
え
な
い
が
、
世
代
的
な
観
点
か
ら
し
て
も
、
伊
予
良
快
は
覚
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

納
入
品
の
墨
書
に
つ
い
て
は
、
検
討
す
べ
き
点
も
多
い
が
、
紙
数
の
都
合
も
あ
り
、
詳
細
な
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

三

本
像
を
め
ぐ
る
課
題

近
年
、
本
像
に
も
関
わ
る
大
き
な
発
見
は
、
並
ん
で
安
置
さ
れ
て
い
た
木
造
弘
法
大
師
坐
像
の
修
理
に
際
し
て
、
像
内
か
ら
墨
書
が
確

（
カ
）（
カ
）

（
カ
）

（
カ
）

認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
⒃
。
頭
部
内
面
の
墨
書
に
は
「
大
宮
／
戋
川
／
あ
さ
川
／
作
者
／
祐
善
」
と
「
明
と
く
二
年
／
八
月
廿
一
日
時

正
／
中
日
也
」
と
あ
り
、
明
徳
二
年
（
一
三
九
一
年
）
に
造
像
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
⒄
。
こ
の
弘
法
大
師
坐
像
は
、『
石
山
要
記
』

第
二
仏
像
部
に
よ
る
と
、
御
影
堂
に
弘
法
大
師
像
と
淳
祐
内
供
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
と
記
録
し
て
い
る
⒅
。『
石
山
要
記
』
に
記
録
さ
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れ
る
、
江
戸
時
代
後
期
の
尊
賢
僧
正
の
時
代
に
お
け
る
安
置
状
況
は
、
前
記
し
た
近
年
ま
で
の
状
況
と
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
伏
見
宮

貞
成
の
日
記
『
看
聞
御
記
』
永
享
三
年
（
一
四
三
一
年
）
十
月
二
三
日
条
に
「
一
堂
ニ
弘
法
大
師
御
影
、
石
山
内
供
淳
祐
御
影
等
拝
見
、

障
子
ニ
石
山
縁
起
絵
図
之
。
殊
勝
也
」
と
あ
る
。
伏
見
宮
貞
成
は
、
何
度
か
石
山
寺
に
参
詣
し
て
い
る
が
、
永
享
三
年
秋
の
参
詣
に
際
し

て
、
弘
法
大
師
像
と
淳
祐
内
供
像
を
一
堂
で
拝
見
し
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
諸
般
の
事
情
か
ら
し
て
、
こ
こ
で
取
り
上
げ

て
い
る
弘
法
大
師
像
と
本
像
を
さ
す
蓋
然
性
が
極
め
て
高
い
。

こ
の
『
看
聞
御
記
』
の
記
録
も
視
野
に
入
れ
る
と
、
明
徳
二
年
（
一
三
九
一
年
）
八
月
頃
に
木
造
弘
法
大
師
坐
像
が
造
立
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
翌
三
年
元
日
か
ら
本
像
に
納
め
ら
れ
て
い
る
「
地
蔵
菩
薩
立
像
印
仏
巻
」
の
押
捺
が
始
め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
、
九
月
に
も
継

続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
翌
明
徳
四
年
（
一
三
九
三
年
）
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
同
じ
く
本
像
に
納
め
ら
れ
た
塔

婆
形
木
札
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
納
入
し
た
本
像
は
、
石
山
寺
座
主
守
快
に
よ
っ
て
、
応
永
五
年
（
一
三
九
八
年
）
閏
四
月
二
七

日
に
開
眼
供
養
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
三
三
年
後
の
永
享
三
年
（
一
四
三
一
年
）
に
、
両
像
が
一
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
伏
見

宮
貞
成
が
記
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
辿
っ
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
弘
法
大
師
と
淳
祐
内
供
を
同
じ
堂
に
祀
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
計
画
と

し
て
両
者
は
造
像
さ
れ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
い
ず
れ
も
、
石
山
寺
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
特
に
真
言
系
寺
院
と
し
て
の
名
刹
と
い
う
点

に
お
い
て
い
え
ば
、
こ
の
二
人
の
高
僧
が
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
高
野
山
奥
の
院
の
弘
法
大
師
御
廟
で

の
奇
瑞
に
よ
っ
て
、
大
師
の
聖
な
る
薫
り
が
淳
祐
に
移
り
、
一
生
涯
そ
の
薫
り
が
消
え
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
写
経
に
も
移
り
、
世
に
淳

祐
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
一
連
の
写
経
を
「
薫
聖
教
」
と
呼
び
習
わ
し
て
い
る
伝
説
⒆
が
注
目
さ
れ
よ
う
。『
看
聞
御
記
』
に
「
障
子
ニ
石

山
縁
起
絵
図
之
」
と
す
る
縁
起
絵
の
シ
ー
ン
も
、
あ
る
い
は
高
野
山
に
お
け
る
淳
祐
の
奇
瑞
譚
を
図
画
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
こ
の
、
奇
瑞
譚
は
、
現
状
に
お
け
る
史
料
の
あ
り
方
か
ら
す
る
と
、『
古
事
談
』
や
『
平
家
物
語
』
な
ど
が
編
集
さ
れ
た
頃
に
は
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流
布
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、『
扶
桑
略
記
』
な
ど
に
は
、
高
野
山
の
弘
法
大
師
廟
堂
に
関
わ
る
別
の
奇
瑞
譚
が
記
録
さ
れ
て
い

る
⒇
。
こ
れ
は
、
藤
原
教
通
が
高
野
山
に
参
詣
し
た
お
り
の
記
録
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
扉
の
開
閉
に
つ
い
て
の
奇
瑞
譚
で
あ
り
、

淳
祐
が
弘
法
大
師
廟
に
関
わ
る
古
い
段
階
の
説
話
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

『
石
山
寺
僧
宝
伝
』�
に
よ
る
と
、
淳
祐
（
八
九
〇
│
九
五
三
）
は
、
菅
原
淳
茂
の
子
で
菅
原
道
真
の
孫
と
し
て
生
ま
れ
�
、
昌
泰
二
年

（
八
九
九
年
）
に
観
賢
に
師
事
し
て
石
山
寺
で
出
家
、
延
喜
三
年
（
九
〇
三
年
）
に
如
意
輪
軌
儀
を
、
五
年
に
金
剛
界
大
法
、
七
年
に
大

悲
胎
蔵
大
法
を
受
法
し
た
。
延
喜
十
二
年
（
九
一
二
年
）
に
、
観
賢
に
伴
わ
れ
て
高
野
山
に
赴
い
た
お
り
、
前
記
し
た
奇
瑞
が
現
れ
た
と

す
る
。
延
長
三
年
（
九
二
五
年
）
に
観
賢
よ
り
般
若
寺
道
場
で
両
部
灌
頂
を
受
法
し
、
後
に
内
供
奉
十
禅
師
、
伝
灯
大
法
師
に
補
任
さ

れ
、
観
賢
の
跡
を
継
い
で
石
山
寺
第
三
代
座
主
に
就
任
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
天
暦
七
年
（
九
五
三
年
）
七
月
二
日
に
入
滅
し
た
と
記
録

さ
れ
て
い
る
。
付
法
の
弟
子
と
し
て
、
元
杲
、
真
頼
、
寛
忠
、
救
世
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
系
脈
を
と
わ
な
い
と
い
う
事
で

は
、
比
叡
山
延
暦
寺
の
座
主
を
務
め
た
良
源
に
も
付
法
し
た
と
記
録
さ
れ
、『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』
に
は
、
台
密
事
相
の
大
成
者
と
さ
れ

る
皇
慶
か
ら
も
指
導
を
求
め
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
薫
聖
教
と
よ
ば
れ
る
自
筆
の
写
経
を
は
じ
め
、
後
世

に
筆
写
さ
れ
、
継
承
さ
れ
た
淳
祐
関
係
の
経
軌
類
は
膨
大
で
あ
る
。
聖
宝
、
観
賢
の
後
継
者
と
し
て
三
代
目
の
石
山
寺
座
主
に
就
任
し
た

淳
祐
は
、
高
い
学
識
に
よ
っ
て
教
学
の
発
展
に
尽
力
し
、
そ
し
て
有
力
な
真
言
寺
院
と
し
て
の
石
山
寺
の
確
立
に
果
た
し
た
功
績
は
、
群

を
抜
い
て
い
る
。

こ
の
淳
祐
の
姿
に
つ
い
て
は
、
仁
和
寺
に
伝
来
す
る
『
三
国
祖
師
影
』�
に
「
内
供
淳
祐
／
石
山
普
賢
院
」
と
し
て
白
描
図
像
が
残
さ

れ
て
い
る
。
右
前
方
を
凝
視
し
て
、
右
手
は
表
さ
ず
、
胸
前
で
左
掌
に
念
珠
を
載
せ
て
座
す
る
形
で
描
か
れ
る
が
、
本
像
で
は
、
両
手
を

膝
の
上
に
の
せ
、
右
手
で
独
鈷
杵
、
左
手
で
念
珠
を
握
っ
て
座
し
て
い
る
。
本
像
は
、『
三
国
祖
師
影
』
の
図
様
と
は
異
な
る
が
、
異
な
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っ
た
古
い
図
様
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
肖
像
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
も
し
古
像
が
作
ら
れ

て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
相
応
し
い
場
所
は
石
山
寺
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
想
定
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、

本
像
は
原
像
を
違
え
て
造
像
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
尤
も
、
多
く
の
肖
像
が
造
ら
れ
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
一
般
化
し
て
準
拠
す
べ

き
図
様
が
固
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
像
を
観
察
す
る
に
、
や
や
理
想
化
さ
れ
た
表
情
と
は
い
え
、
迫
真
的
な
そ
の
表
情

な
ど
か
ら
し
て
、
モ
デ
ル
の
存
在
が
想
定
さ
れ
よ
う
か
。
モ
デ
ル
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
本
像
は
応
永
五
年
（
一
三
九
八
年
）
に
石
山
寺

十
九
代
座
主
で
あ
っ
た
守
快
に
よ
っ
て
開
眼
供
養
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
守
快
の
周
辺
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

守
快
は
、
洞
院
公
賢
の
子
息
で
、
兄
で
あ
り
師
で
も
あ
っ
た
杲
守
を
継
い
で
石
山
寺
座
主
と
な
る
�
。
こ
の
時
期
の
石
山
寺
は
、
東
寺

一
長
者
も
務
め
た
十
六
代
座
主
守
恵
、
十
七
代
座
主
益
守
な
ど
洞
院
家
の
出
身
者
が
連
な
っ
て
い
る
。
杲
守
・
守
快
の
兄
弟
に
は
、
慈
守

や
慈
昭
な
ど
天
台
僧
と
し
て
活
躍
す
る
人
物
も
い
る
が
、
特
に
東
寺
・
仁
和
寺
に
連
な
る
石
山
寺
に
お
け
る
立
場
は
格
別
で
あ
っ
た
。
守

快
は
、
応
永
元
年
に
杲
守
の
七
回
忌
追
善
の
為
に
「
大
孔
雀
明
王
経
」
を
書
写
供
養
し
て
い
る
が
�
、
と
す
れ
ば
、
前
石
山
寺
座
主
杲
守

は
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
年
）
に
没
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
紙
数
の
都
合
も
あ
り
、
杲
守
の
詳
細
な
履
歴
を
述
べ
る
事
は
控
え
た
い

が
、
そ
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』
の
筆
者
と
し
て
も
研
究
が
進
ん
で
い
る
�
。
杲
守
も
洞
院
公
賢
の
子
息
で
、
貞
治

二
年
（
一
三
六
三
年
）
に
は
東
寺
長
者
と
な
る
が
�
、
折
か
ら
権
門
寺
院
の
内
外
で
起
き
る
抗
争
の
余
波
が
石
山
寺
に
も
及
ぶ
こ
と
に
な

り
�
、
貞
治
七
年
（
一
三
六
八
年
）
に
は
、
座
主
杲
守
も
寺
僧
に
よ
っ
て
幽
閉
さ
れ
る
な
ど
の
憂
き
目
に
あ
う
事
に
も
な
る
�
。
こ
の
よ

う
な
、
兄
で
あ
り
師
で
も
あ
っ
た
杲
守
の
存
在
は
、
守
快
に
と
っ
て
格
別
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
塔
婆
形
木
札
の
真
言
に

は
、
光
明
真
言
や
六
地
蔵
な
ど
の
種
字
が
あ
り
、
一
面
に
お
い
て
死
者
追
善
を
目
指
し
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
か
ら
、
十
年
ほ
ど
前
に
他
界

し
た
杲
守
に
関
わ
る
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
理
想
化
さ
れ
た
迫
真
的
な
人
物
表
現
の
追
求
は
、
守
快
の
意
図
に
よ
る
兄

で
あ
り
師
で
も
あ
っ
た
杲
守
を
、
石
山
寺
の
隆
盛
に
尽
し
た
、
ま
さ
し
く
祖
師
で
あ
っ
た
淳
祐
に
な
ぞ
ら
え
て
の
造
像
で
あ
っ
た
と
考
え
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ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
連
の
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
、
同
じ
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
弘
法
大
師
像
と
本
像
に
つ
い
て
、
前
記
し
た
、『
石
山
要

記
』
で
は
「
大
師
・
内
供
共
以
塑
像
也
」
と
し
て
い
る
。
実
際
は
、
木
像
と
塑
像
と
、
そ
の
技
法
を
違
え
て
の
造
像
で
あ
る
が
、
一
連
の

事
業
に
つ
い
て
技
法
を
大
き
く
違
え
る
の
は
不
審
と
い
え
ば
不
審
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
学
識
高
い
尊
賢
僧
正
も
、
両
者
の
技
法

を
見
分
け
ず
に
い
ず
れ
も
塑
像
と
認
識
し
て
い
る
。

近
江
に
お
け
る
中
世
塑
像
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
年
）
に
示
寂
し
た
湖
東
・
永
源
寺
の
開
山
、
寂
室
元
光
の

頂
相
彫
刻
と
し
て
康
暦
元
年
（
一
三
七
九
年
）
に
供
養
さ
れ
た
寂
室
和
尚
坐
像
を
は
じ
め
、
湖
東
三
山
の
ひ
と
つ
西
明
寺
に
は
、
応
永
十

二
年
（
一
四
〇
六
年
）
の
刻
銘
が
あ
る
錫
杖
を
抱
え
る
魍
魎
鬼
人
像
が
知
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
く
本
堂
後
陣
に
祀
ら
れ
る
慈
恵
大
師
坐
像

な
ど
も
塑
像
の
可
能
性
が
あ
る
。
近
江
に
は
、
こ
の
十
四
世
紀
を
前
後
す
る
頃
を
中
心
に
、
中
世
塑
像
の
作
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
余
裕
は
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
が
高
僧
の
肖
像
や
冥
界
に
関
わ
る
像
な
ど
、
死
者
追
善
を

目
指
し
て
の
造
像
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
塑
造
と
し
て
造
像
さ
れ
た
本
像
に
関
し
て
想
像
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、
前
記
し
た
よ
う
な

杲
守
と
の
関
連
か
ら
し
て
、
そ
の
骨
灰
が
塑
土
に
混
入
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
近
年
、
骨
灰
が
塗
布
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
像
と
し
て
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
の
不
動
明
王
立
像
と
奈
良
・
金
峰
山
寺
の
釈
迦
如
来
立
像
が
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
木
彫
に
塗
布
さ
れ
て
い
る
。
中
世
に
お
け
る
遺
骨
や
骨
灰
に
つ
い
て
の
研
究
は
様
々
な
成
果
を
生
み
出
し
て
い
る
が
�
、
基
本
的

に
中
世
が
木
彫
の
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
木
彫
を
基
本
と
し
て
そ
こ
に
塗
布
す
る
こ
と
や
、
納
入
す
る
と
い
う
こ
と
も
当
然
と

い
え
ば
当
然
の
手
法
で
あ
ろ
う
。
金
剛
峯
寺
像
に
つ
い
て
は
像
高
二
五
八
�
の
巨
像
に
納
入
さ
れ
て
い
る
像
に
骨
灰
と
見
ら
れ
る
白
い
塗

布
物
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
金
峰
山
寺
像
に
つ
い
て
は
、
像
内
の
内
刳
り
面
に
広
く
塗
布
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
光
明
真
言
土
砂
加
持
と
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の
関
連
が
推
測
さ
れ
て
い
る
�
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
弘
法
大
師
像
を
木
像
と
し
、
本
像
を
塑
像
と
し
た
に
つ
い
て
は
、
開
眼
供
養
を
し
た
守
快
が
、
杲
守
の
追

善
を
、
あ
る
意
味
で
は
壮
大
な
形
で
遂
げ
よ
う
と
、
杲
守
を
淳
祐
内
供
に
な
ぞ
ら
え
る
形
で
、
そ
の
骨
灰
な
ど
を
用
い
な
が
ら
造
像
し
た

の
で
は
な
い
か
と
想
定
す
る
。
一
連
の
事
業
の
中
で
、
技
法
を
大
き
く
違
え
る
理
由
は
、
ま
さ
に
守
快
に
よ
る
杲
守
へ
の
敬
愛
が
現
れ
た

も
の
と
解
し
て
お
き
た
い
。結

び
に
か
え
て

近
年
、
中
世
の
石
山
寺
に
関
わ
る
研
究
が
、
総
合
調
査
の
進
展
な
ど
に
よ
る
資
料
の
公
示
に
よ
っ
て
、
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
多
く
の
古

代
彫
像
が
現
存
す
る
石
山
寺
の
美
術
研
究
が
、
古
像
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
に
つ
い
て
は
致
し
方
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、

そ
れ
は
当
然
の
事
な
が
ら
、
優
れ
た
成
果
を
生
み
出
し
続
け
て
い
る
。
当
稿
は
、
木
造
弘
法
大
師
坐
像
の
墨
書
の
確
認
に
よ
っ
て
、
本
像

の
位
置
づ
け
も
再
考
さ
れ
る
必
要
が
生
じ
る
と
考
え
、
蛮
勇
を
ふ
る
っ
て
仮
説
を
提
示
し
て
み
た
。

中
世
に
お
け
る
石
山
寺
の
研
究
が
、
古
代
に
お
け
る
そ
の
創
建
な
ど
に
関
わ
る
研
究
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
決
し
て
進
ん
で
い
る
と
は

い
え
な
い
。
そ
の
な
か
で
、『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』
が
制
作
さ
れ
る
に
つ
い
て
の
事
情
が
、
中
世
石
山
寺
研
究
の
先
端
を
進
ん
で
お
り
、

絵
巻
物
研
究
な
ど
に
、
多
く
の
業
績
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
真
言
寺
院
や
東
大
寺
な
ど
と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
な
ど

も
現
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
総
体
と
し
て
捕
え
て
ゆ
く
よ
う
な
視
点
が
必
要
と
な
ろ
う
。
当
稿
は
、
資
料
研
究
の
限
界
も
あ
る
と
は
い

え
、
ま
こ
と
に
中
途
半
端
で
、
推
測
に
推
測
を
重
ね
な
が
ら
、
証
明
の
難
し
い
仮
説
を
提
示
す
る
よ
う
な
仕
儀
と
な
っ
た
が
、
よ
り
精
度

の
高
い
本
像
の
研
究
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
い
。
論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
識
者
・
先
学
の
ご
教
示
を
待
ち
た
い
。
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註⑴

大
本
山
石
山
寺
『
石
山
寺
の
古
建
築
』（
二
〇
〇
六
年
）。

⑵
『
重
要
文
化
財
』
編
纂
委
員
会
編
『
解
説
版
重
要
文
化
財

３

彫
刻
』（
一
九
八
一
年

毎
日
新
聞
社
）。

重
要
文
化
財
指
定
に
つ
い
て
は

「
塑
造
淳
祐
内
供
坐
像
（
所
在
御
影
堂
）
一
軀

像
内
に
明
徳
三
年
地
蔵
摺
仏
、
明
徳
四
年
塔
婆
形
木
札
及
び
願
文
経
巻
等
を
納
め
る

台
座
裏
面
に
応
永
五
年
閏
四
月
廿
七
日
、
普
賢
院
御
影
、
開
眼
供
養
訖
、
座
主
僧
正
守
快
の
銘
が
あ
る

滋
賀
県
大
津
市
石
山
寺
辺
町

石
山
寺

像
高
七
七
・
六
�

室
町
時
代
」

と
あ
る
。

⑶

展
覧
会
場
で
の
検
討
な
ど
に
よ
っ
て
、
現
在
表
面
の
剥
落
留
め
な
ど
を
中
心
と
し
た
、
保
全
の
た
め
の
文
化
財
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
（
二
〇
一

五
年
十
一
月
時
点
）。

⑷

当
稿
を
な
す
に
つ
い
て
は
、
石
山
寺
当
局
と
（
公
財
）
日
本
美
術
院
国
宝
修
理
所
、
滋
賀
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
の
ご
協
力
に
よ
り
、
昭

和
三
七
年
度
に
実
施
さ
れ
た
、
本
像
の
修
理
報
告
書
な
ど
を
披
見
で
き
た
。
拙
稿
の
本
像
に
関
わ
る
概
要
記
述
は
、
大
半
を
こ
の
「
重
要
文
化
財

修
理
報
告
書
」（
以
下
「
報
告
書
」
と
す
る
）
に
負
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
の
文
責
が
筆
者
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

⑸

法
量
の
細
目
は
「
報
告
書
」
の
数
値
を
記
し
て
お
く
（
単
位
は
�
）。

像
高

七
七
・
八
、
頂
│
顎

二
五
・
七
、
面
幅

一
四
・
二
、
耳
張

一
八
・
〇
、
面
奥

一
九
・
二
、
胸
奥

二
二
・
八
、
腹
奥

二
五
・

〇
、
肘
張

五
七
・
二
、
袖
張

九
一
・
〇
、
膝
張

六
四
・
九
、
膝
奥

四
二
・
六
、
膝
高

二
二
・
八
。

⑹

こ
の
新
調
箱
の
写
真
が
残
さ
れ
て
お
り
、
蓋
表
の
墨
書
は
以
下
の
と
お
り
。

「
明
徳
四
年
の
小
塔
婆
十
七
枚
破
損
五
枚
大
徳
／
淳
祐
内
供
尊
像
大
修
理
の
際
体
内
よ
り
発
見
／
せ
り
今
回
新
調
の
箱
に
入
れ
体
内
に
納
む
令
法

久
住
利
益
萬
人
国
家
安
全
を
守
護
し
給
へ

座
主
大
僧
正
光
遍
」

⑺
「
報
告
書
」
に
は
、
こ
の
納
入
品
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

「
胎
内
よ
り
明
徳
四
年
の
墨
書
あ
る
納
札
二
四
点
（
完
存
の
も
の
一
七
枚
、
破
損
の
も
の
五
枚
）／
大
、
長

三
〇
・
八
�

巾

一
・
九
�

厚

〇
・
四
�
／
中
１
、
長

二
四
・
九
�

巾

一
・
三
�

厚

〇
・
三
�
／
中
２
、
長

二
〇
・
七
�

巾

二
・
二
�

厚

〇
・
三
�
／
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小
、
長

一
五
・
六
�

巾

一
・
五
�

厚

〇
・
五
�

地
蔵
印
仏
、
明
徳
三
年
正
月
一
日
の
墨
書
一
巻
を
発
見
す
。
／
一
張
の
長
さ
四
・
一
�

巾

七
�

巻
い
た
径
四
�
」

⑻

な
お
、
１５
塔
婆
形
木
札
に
は
「
明
徳
二
年
七
月
三
日
」
と
判
読
で
き
る
も
の
が
あ
る
が
、
や
や
難
読
で
あ
り
、
こ
の
年
の
遺
物
が
み
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
、「
二
二
」
の
よ
う
な
記
述
で
あ
っ
た
か
と
推
測
し
た
。
従
っ
て
作
成
時
期
は
、
前
記
し
た
約
一
年
半
と
理
解
し
て
お
く
。

⑼
『
大
日
本
史
料
』
の
索
引
等
に
よ
っ
て
検
索
し
た
結
果
に
よ
っ
て
い
る
。
以
下
、
出
典
を
特
に
断
ら
な
い
場
合
、『
大
日
本
史
料
』
に
よ
っ
て
い

る
。

⑽
「
ト
函
／
六
四
／
良
快
八
条
院
々
町
給
主
職
請
文
」（『
京
都
府
立
資
料
館

東
寺
百
合
文
書
Ｗ
Ｅ
Ｂ
』）。
以
下
、
良
快
署
名
の
比
較
検
討
に
関
す

る
東
寺
百
合
文
書
の
出
典
は
、
す
べ
て
こ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
よ
る
。

⑾
「
ノ
函
／
九
六
／
籠
衆
方
試
講
布
施
支
配
状
」。

⑿
「
チ
函
／
四
九
／
山
城
国
拝
師
庄
未
進
年
貢
注
文
」。

⒀
「
よ
函
／
八
九
／
勧
学
会
試
講
布
施
支
配
状
」。

⒁

応
永
十
二
年
五
月
十
八
日
条
「
伊
予
法
眼
良
快
跡
家
沽
却
事
／
彼
小
庵
、
今
度
刻
良
快
法
眼
、
去
月

十
一
日
他
界

立
之
（
以
下
略
）」
と
あ
る
。

伊
藤
俊
一
・
近
藤
俊
彦
・
富
田
正
弘
『
東
寺
廿
一
口
供
僧
方
評
定
引
付
』
第
一
巻
（
二
〇
〇
二
年

思
文
閣
出
版
）。

⒂
「
応
永
十
四
年
真
言
院
後
七
日
御
修
法
請
僧
等
事
」
に
「
大
行
事
法
橋
良
快
」
と
あ
り
、「
応
永
十
六
年
真
言
院
後
七
日
御
修
法
請
僧
等
事
」
に

「
大
行
事
法
眼
良
快
」
と
あ
る
（「
ふ
函
／
五
／
一
五
／
真
言
院
後
七
日
御
修
法
請
僧
交
名
」『
京
都
府
立
資
料
館

東
寺
百
合
文
書
Ｗ
Ｅ
Ｂ
』）。

⒃

長
谷
法
壽
「
石
山
寺
の
弘
法
大
師
坐
像
に
つ
い
て
│
南
北
朝
時
代
の
在
銘
彫
刻
の
一
例
│
」（『
大
法
輪
』
六
九
│
八

二
〇
〇
二
年
）。

⒄

な
お
玉
眼
内
部
の
紙
裏
に
「
再

康
英
敬
白
／
于
時
慶
長
七
年
八
月
吉
日
」
と
あ
り
、
少
な
く
と
も
慶
長
七
年
に
頭
部
が
解
体
さ
れ
た
と
み
ら
れ

る
。

⒅
『
石
山
要
記
』
第
二

仏
像
部
（
石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
『
石
山
寺
資
料
叢
書

寺
誌
篇
第
一
』
二
〇
〇
六
年

法
蔵
館
）

「
・
法
華
堂
祖
師
像
／
今
御
影
堂
所
安
置
者
、
中
央
弘
法
大
師
、
右
良
弁
僧
正
、
左
内
供
淳
祐
也
、
往
古
以
普
賢
院
為
御
影
堂
、
安
置
祖
像
修

行
影
供
、
其
院
顛
倒
之
後
、
以
法
華
堂
為
御
影
堂
、
但
近
世
大
師
・
内
供
二
祖
像
許
而
、
於
良
弁
僧
正
者
近
世
加
之
、
大
師
・
内
供
共
以
塑
像

也
、
良
弁
像
木
像
也
、
何
時
代
造
立
歟
不
詳
、
年
序
推
移
、
破
壊
尤
甚
、
早
可
加
修
理
者
也
」。

⒆
『
古
事
談
』「
巻
第
三
」、『
平
家
物
語
』「
巻
十

高
野
の
巻
の
事
」
な
ど
。
因
に
、『
古
事
談
』
の
記
事
は
「
弘
法
大
師
御
入
定
之
後
、
経
八
十
余

年
、
般
若
寺
僧
正
観
賢
参
入
奥
院
、
御
衣
ヲ
奉
令
着
改
。
被
奉
剃
御
髪
ケ
リ
、
其
時
僧
正
弟
子
石
山
内
供
奉
淳
祐
ハ
不
奉
見
云
々
、
仍
僧
正
淳
祐
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ノ
手
ヲ
取
テ
サ
グ
リ
マ
井
ラ
セ
マ
イ
ラ
レ
ケ
ル
、
其
手
ハ
一
生
之
間
カ
ウ
バ
シ
カ
リ
ケ
リ
、
其
後
更
無
臨
参
廟
院
之
人
云
々
追
記
云
、
石
山
聖
教
ハ
于
今

薫
香
甚
也
云
々
、
是
淳
祐
之

手
ヲ
触
之
故

也
云
々
、

」
と
あ
る
。

⒇
『
扶
桑
略
記
』
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
年
）
十
月
二
三
日
条
「
僧
正
被
申
云
、
大
師
入
定
之
後
、
漸
欲
二
百
年
、
廟
堂
殊
不
開
闔
、
而
先
季
有
石

山
僧
淳
祐
者
、
安
住
一
念
、
斯
以
百
日
、
午
時
廟
堂
之
戸
無
人
少
開
」
と
あ
る
。

�
『
石
山
寺
僧
宝
伝

甲
本
』（
石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
『
石
山
寺
資
料
叢
書

寺
誌
篇
第
一
』
二
〇
〇
六
年

法
蔵
館
）。

�

淳
祐
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
菅
原
氏
と
す
る
一
方
で
、『
尊
卑
分
脈
』（
国
史
大
系
）
や
『
五
八
代
記
』（
大
日
本
史
料

一
│
九
）
で
は

嵯
峨
源
氏
に
出
自
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』
の
巻
第
二
の
第
六
段
で
は
「
普
賢
院
の
内
供
淳
祐
従
五
位
下

漑
男
也

」
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
『
尊
卑
分
脈
』
に
淳
祐
の
父
と
さ
れ
る
、
源
融
の
弟
勤
の
子
激
と
同
一
人
で
あ
ろ
う
。
当
然
『
尊
卑
分
脈
』
に
は
、
菅
原
淳
茂
の
子
や
そ

の
周
辺
に
淳
祐
の
名
前
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
即
ち
、『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』
で
は
、
淳
祐
内
供
は
菅
原
道
真
の
孫
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

�
『
三
国
祖
師
影
』（
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像

一
〇
）。

�
『
尊
卑
分
脈
』
な
ど
。『
石
山
寺
年
代
記
録
』（
石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
『
石
山
寺
資
料
叢
書

寺
誌
篇
第
一
』
二
〇
〇
六
年

法
蔵
館
）
で

は
守
快
に
つ
い
て
「
杲
守
僧
正
附
法
同
舎
弟
也
」
と
し
て
い
る
。

�
『
石
山
寺
の
研
究

校
倉
聖
教
・
古
文
書
篇
』
第
一
函

一
二
（
石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団

二
〇
〇
六
年

法
蔵
館
））。

�

こ
こ
で
は
、
以
下
の
先
学
の
論
考
を
参
考
に
し
た
。
梅
津
次
郎
「
石
山
寺
縁
起
絵
に
つ
い
て
」（『
日
本
絵
巻
物
全
集
』
第
二
二
巻

一
九
六
六
年

角
川
書
店
）。
吉
田
友
之
「『
石
山
寺
縁
起
絵
』
七
巻
の
歴
程
」・
木
下
政
雄
「『
石
山
寺
縁
起
』
の
筆
者
に
つ
い
て
」（
小
松
茂
美
編
『
日
本
絵
巻

大
成

第
一
八
巻

石
山
寺
縁
起
』
一
九
八
八
年

中
央
公
論
社
）。
相
澤
正
彦
「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
の
五
〇
〇
年
」（
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館

『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
の
全
貌
』
二
〇
一
二
年
）。

�
『
東
寺
長
者
補
任
』（
群
書
類
従
）、『
石
山
寺
年
代
記
録
』
な
ど
。

�

西
尾
知
己
「
弘
安
徳
政
と
東
大
寺
別
当
の
性
格
変
化
」（『
史
観
』
一
五
六

二
〇
〇
七
年
）、
西
田
友
広
「
鎌
倉
後
期
の
石
山
寺
と
権
門
寺
院
」

（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
一
八

二
〇
〇
八
年
）。

�
『
愚
管
記
』（
大
日
本
史
料

六
│
二
九
）「
六
月
十
八
日
、
丁
巳
、
晴
、
伝
聞
、
石
山
座
主
杲
守
僧
正
輿
満
寺
々
僧
確
執
、
去
十
三
日
夜
僧
正
坊

人
数
輩
為
寺
僧
被
殺
害
、
大
略
無
残
所
、
於
僧
正
者
被
幽
閉
寺
中
云
々
」。

	

当
稿
で
参
照
し
た
文
献
に
つ
い
て
は
以
下
に
よ
る
。
狭
川
真
一
「
中
世
の
火
葬
、
そ
の
初
期
の
形
態
」・
藤
澤
典
彦
「
中
世
に
お
け
る
火
葬
受
容
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の
背
景
」（
狭
川
真
一
編
『
墓
と
葬
送
の
中
世
』
二
〇
〇
七
年

高
志
書
院
）。
大
喜
直
彦
『
中
世
び
と
の
信
仰
社
会
史
』「
第
一
部
第
五
章

生

命
・
身
体
と
し
て
の
遺
骨
│
親
鸞
遺
骨
墨
書
発
見
に
よ
せ
て
│
」（
二
〇
一
一
年

法
蔵
館
）。
近
江
の
遺
跡
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、
多
賀
町
教

育
委
員
会
編
『
敏
満
寺
遺
跡

石
仏
谷
遺
跡
』（
二
〇
〇
五
年

サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
）
が
あ
る
。

�

神
田
雅
章
「
金
峰
山
寺
釈
迦
如
来
立
像
に
つ
い
て
│
修
理
報
告
を
か
ね
て
│
」（『
鹿
園
雑
集

奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
〇

二
〇
〇
八

年
）。

追
記当

稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
大
本
山
石
山
寺
座
主
鷲
尾
遍
隆
猊
下
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
ま
た
石
山
寺
鷲
尾
龍
華
師
に
は
、
塔
婆
形
木
札
の

真
言
等
に
つ
い
て
そ
の
判
読
を
し
て
頂
き
、
ま
た
種
々
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
そ
の
墨
書
の
判
読
に
つ
い
て
は
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
橋
本
道
範

氏
・
渡
邉
潤
子
氏
よ
り
ご
指
導
を
得
た
。
ま
た
（
公
財
）
美
術
院
国
宝
修
理
所
所
長
藤
本
菁
一
氏
を
は
じ
め
、
修
復
部
長
岩
下
淳
氏
、
技
師
門
脇
豊
氏

に
は
、
現
在
修
理
中
の
現
場
で
ご
教
示
を
賜
る
と
と
も
に
、
前
回
の
修
理
に
つ
い
て
の
資
料
・
報
告
書
に
つ
い
て
も
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
関
連
す
る
諸

像
に
つ
い
て
は
、
高
野
山
霊
宝
館
宮
崎
隆
仁
師
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
神
田
雅
章
氏
よ
り
、
貴
重
な
情
報
を
ご
教
示
頂
い
た
。
末
筆
に
て
恐
縮
な
が

ら
、
心
か
ら
お
礼
を
申
上
げ
た
い
。

重
要
文
化
財
塑
造
淳
祐
内
供
坐
像
１
│
４
の
写
真
は
、
寿
福
滋
氏
の
撮
影
に
よ
る
。
そ
れ
以
外
は
『
報
告
書
』
の
写
真
を
用
い
た
。
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